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構造エネルギー工学学位プログラムの概要
Overview of EME graduate program

システム情報工学研究科／群
構造エネルギー工学専攻長/学位Pリーダー

松島亘志

Takashi Matsushima
EME (Engineering Mechanics and Energy) 

degree program leader, Univ. of Tsukuba



2

本日の説明内容(Contents of my talk)(10:30-11:00)

・学位プログラム化について 5分
・構造エネ学位Pの特徴 15分

人材養成目的,   カリキュラム，研究室
大学院入試概要，学生生活，コロナ対応
大学院修了後の進路，連携大学院
社会人のための早期修了プログラム

・質問コーナー 10分
Overview of EME: 20min.,
then free talk based on the questionnaire

質問があったら，「手を挙げる」
またはチャットに随時書き込んでください．
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はじめに：組織名の変更 Reorganization

筑波大学大学院の組織が今年から変更になりました．
「学位プログラム化」
Transition into new degree program system

【昨年度までの組織名】our OLD organization
システム情報工学研究科 構造エネルギー工学専攻
Department of EME, Graduate school of SIE (Systems and 
Information Engineering

↓
【新しい組織名】our NEW organization
理工情報生命学術院 Graduate school of science and Technology
システム情報工学研究群 構造エネルギー工学学位プログラム
Master/Doctoral program in EME, Degree programs in SIE 

入試募集要項などを調べるのに必要です
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HPも変わりました．

http://www.eme.tsukuba.ac.jp/en/

http://www.eme.tsukuba.ac.jp/en/
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全学のパンフレット

https://www.tsukuba.ac.jp/education/pdf/degree-program/pamphlet.pdf

https://www.tsukuba.ac.jp/education/pdf/degree-program/pamphlet.pdf
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全学のパンフレット

https://www.tsukuba.ac.jp/education/pdf/degree-program/pamphlet.pdf

https://www.tsukuba.ac.jp/education/pdf/degree-program/pamphlet.pdf


高度に細分化された現代社会
これからのエンジニア（高度専門職業人）のあり方は？

We are living in a society highly subdivided and specialized.
Then what kind of engineers are required in such a society? 

本専攻／学位Pの特徴



例えば，発電所を作るには，どんな技術者が必要ですか？
What kind of engineers are needed to produce electricity?

鹿島火力発電所

神栖風力発電所

東海原子力発電所

稲敷郡阿見町おひさま発電所
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本学位Ｐの人材養成目的

機械、建築、社会基盤、エネルギー、航空宇宙などの工学分野の
いずれかにおいて高度な専門知識を有するだけでなく、
関連する周辺分野にも横断的な視野を持ち、
本質的な問題を抽出して独自の解決方法が提案でき、
その成果を国の内外に効果的に発信できる能力
を有する研究者および高度専門職業人を養成する。

Our goal is to nurture researchers and highly skilled professionals who gain 
in-depth insight into problems, propose original solutions, and present 
achievements domestically and internationally based on the acquired 
expertise in mechanical, civil, energy, or aerospace engineering and the 
interdisciplinary perspectives on the related fields.

Educational aim of EME degree program

構造エネルギー工学学位Pは
「工学の分野融合」「工学分野の国際協業」を実践しています



カリキュラム

コア科目，準コア科目：
履修が望ましい基礎科目

自分の専門分野だけ
でなく，周辺分野も
学べるカリキュラム

Curriculum of EME

Common subjects

Specialized
subjects

Core
subjects

Sub-core subjects

Advanced subjects
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修了要件と達成度評価(博士前期)

修了要件：
必修科目：12単位
選択科目：18単位
合計30単位以上を取得し，修士論文の審査
および最終試験に合格すること

達成度評価：
学位プログラム化に伴い，
８つのコンピテンスポイントが基準値を
超えていることが，最終試験合格の条件

http://www.eme.tsukuba.ac.jp/subject/

http://www.eme.tsukuba.ac.jp/subject/
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達成度評価 （博士前期課程）
汎用コンピテンス 全学共通
知の活用力 高度な知識を社会に役立てる能力
マネジメント能力 広い視野に立ち課題に的確に対応する能力
コミュニケーション能力 専門知識を的確に分かりやすく伝える能力
チームワーク力 チームとして協働し積極的に目標の達成に寄与する

能力
国際性 国際社会に貢献する意識

専門コンピテンス 構造エネルギー工学
研究力 構造エネルギー工学分野における研究課題設定と研究

計画を遂行するための基礎的な知識と能力
専門知識 構造エネルギー工学分野における高度な専門知識と運

用能力
倫理観 工学分野の基礎的研究能力を有する人材又は高度専門

職業人にふさわしい倫理観と倫理的知識

博士後期はパンフレット参照：
https://www.tsukuba.ac.jp/education/pdf/degree-program/pamphlet.pdf

https://www.tsukuba.ac.jp/education/pdf/degree-program/pamphlet.pdf
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Competences to be achieved (Master course)

Generic Competences
Ability to use knowledge Ability to put advanced knowledge to use in society
Management ability Ability to appropriately address challenges from every 

angle
Communication ability Ability to express expert knowledge accurately and clearly
Group skill ability Ability to cooperate and actively contribute to the 

achievement of goals as a member of a team
International character Having the awareness needed to contribute to international

society

Specific Competences EME
Research ability Ability to set leading-edge research tasks based on up-to-

date specialized knowledge and carry out a research plan 
independently in the field of EME

Specialized knowledge Leading-edge and advanced specialized knowledge and 
command of the field of EME

Ethical view Ethical view and ethial knowledge appropriate for 
researchers and engineers in the field of EME

For doctoral course see: https://www.tsukuba.ac.jp/education/pdf/degree-program/pamphlet.pdf

https://www.tsukuba.ac.jp/education/pdf/degree-program/pamphlet.pdf


PBL(Project-Based Learning)

・宇宙開発工学特別演習(Space Exploration)
海外演習(ユタ州立大6名，国立台湾大1名)

・インフラ開発工学特別演習(Infrastructure)
・建築設計計画特別演習(Architecture design)

※来年度は，流体環境系，電気系も追加予定

少人数PBL科目



研究(1): 学際的な研究室 Faculty
members

教員一覧：http://www.eme.tsukuba.ac.jp/teacher_list/

http://www.eme.tsukuba.ac.jp/teacher_list/
http://www.eme.tsukuba.ac.jp/teacher_list/
http://www.eme.tsukuba.ac.jp/teacher_list/


学域 固体・構造系 流体・環境系 電気・エネルギー
系

宇宙開発工学

エネルギー・環境

ディザスタ制御

マルチスケール固
体材料工学

研究(2): 学際的な研究室 Our fields

Solid & Structure Fluid & 
Environment Electricity & Energy

Space exploration

Energy & Environment

Disaster control

Multiscale
solid materials
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大学院入試について
４つの入学試験

7月期（推薦入試：博士前期） →９月１日
8月期（一般，社会人：博士前期＆後期） →10月19,20日
12月期 （海外居住者向け入試） →12月初旬

（国費留学生特別配置入試）
2月期（一般，社会人：博士前期＆後期） →２月1,2日

募集要項：
https://www.ap-graduate.tsukuba.ac.jp/course/sie/

※日程や試験方法の詳細は，11:00より説明します．

Admission schedule

https://www.ap-graduate.tsukuba.ac.jp/course/sie/
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大学院入試(博士前期)
7月期入試（推薦）

募集人数34名，試験は「個別面接」
推薦要件：A+ or Aが68%以上

または構エネ分野の科目の成績が優秀

8月期入試（一般・社会人特別）
募集人数31名(一般),1名(社会人)
TOEIC Listening & Reading Testの公式認定証
またはTOEFL受験者スコア票の提出が必要
一般試験では
成績証明書200点，外国語100点，口述試験400点
①数学(解析及び線形代数),物理学(力学,熱力学,電磁気学
の中から1科目選択）

②志望理由の説明を受けた後、関連事項について試問

Admission details
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大学院入試(博士前期)
口述試験の出題範囲

http://www.eme.tsukuba.ac.jp/entrance_examination/

（参考）工学システム学類で使用している教科書

「基礎微分積分」 洲之内治男，サイエンス社
「微分方程式入門」 古屋茂著，サイエンス社
「（改訂）線形代数要論」 青木利夫他，培風館
「力学（改訂版）」 阿部龍蔵，サイエンス社
「電磁気学(初めて学ぶ人のために)」 砂川重信，培風館
「熱力学」 （検索：「金川」 筑波大学 熱力学）

Admission details

http://www.eme.tsukuba.ac.jp/entrance_examination/
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学生生活について
つくばでの生活：
東京・埼玉・千葉からの通学も増えてきているが
やはりつくば住民は多い(学生宿舎or民間アパート)
物価は安い(アパート，食材など)

交通手段
つくば駅～キャンパス循環バス(8,600円／年)
自転車（キャンパス駐輪には登録必要，2,000円）
車：駐車場は2km以遠の学生対象, 900円/月

キャンパス
広大（特に南北に）

学食
結構充実している？（通称「名店街」，スタバも）

宿舎は15,000円
／月程度！！

アパートは3～5万円
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学生生活について

http://shisetsu.sec.tsukuba.ac.jp/general.html#s_menu1

http://shisetsu.sec.tsukuba.ac.jp/general.html#s_menu1
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大学院修了後の進路について

http://www.eme.tsukuba.ac.jp/employment/

・あらゆる職種に就職している(工学系の大企業が多い)
・大学院で「何をやったか」ではなく，「どうやったか」が重要

http://www.eme.tsukuba.ac.jp/employment/
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連携大学院について
連携大学院方式とは，学外の研究機関の研究者を大
学の教授・准教授として迎え，その機関の研究環境
を活用しながら研究指導等を行う，大学院教育の方
式です。

構造エネルギー工学学位Pにおける関係連携機関
・産業技術総合研究所 ３
・日本原子力研究開発機構 ２
・土木研究所 １
・宇宙航空研究開発機構 ３

各教員の情報は下記を参照
http://www.eme.tsukuba.ac.jp/teacher_list/

http://www.eme.tsukuba.ac.jp/teacher_list/
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社会人のための早期修了プログラム

「早期修了プログラム」は、一定の研究業績や能力を有する
社会人を対象に、標準修業年限が3年である博士後期課程を
『最短1年で修了し課程博士号を取得するプログラム』であ
り、“頑張る社会人”を大学として応援するものです。

本プログラムでは社会人として積み重ねてきた研究実績を元
にして、指導教員から論文作成の指導を受けて博士論文を完
成させます。
■構造エネルギー工学学位プログラムでの履修要件

査読付学術論文２編以上，口頭発表２編以上

入学試験：８月期および２月期入試の「社会人特別選抜」

https://www.souki.tsukuba.ac.jp/ ：全学HP
https://www.sie.tsukubai.ac.jp/souki2020 ：研究群HP

https://www.souki.tsukuba.ac.jp/
https://www.sie.tsukubai.ac.jp/souki2020
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新型コロナウィルス感染症対応
授業：春学期は4/27からすべてオンラインで実施中
学生の通信環境調査・PC調査→個別対応
ライブ配信の場合は，録画ファイルをアップロード
PPT＋音声方式も
学生が質問できる仕組みを準備

研究室活動
原則，ゼミはオンライン

8/7以降の行動指針は未定
秋学期は，必要な部分はオンサイトで（情勢による）

http://www.tsukuba.ac.jp/

http://www.tsukuba.ac.jp/
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自由質問コーナー
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補足資料
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大学院で必要な英語能力について

TOEIC L&R
(990点満点)

990-945

940-785

780-550

545-225

220-120
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大学院で必要な英語能力について

シス情研究群・構エネ学位Pにおける英語教育

・システム情報工学研究群の英語授業(外国人教員)
・専門科目の日本語・英語併用（留学生対応）
・PBL授業は完全英語の授業もある．
・研究室での留学生との会話
・留学生のチューター制度
・国際学会発表費用補助(全学・研究群)
・国際セミナー（海外研究者によるセミナー）

やる気があれば，英語力が伸ばせる環境
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達成度評価の流れ

・毎学期のはじめに指導教員・副指導教員と面談して

(1) 履修・研究等計画表 (Course plan sheet)
(2) コンピテンス表 (M1,D1は必須，M2, D2, D3は任意) 

(Competence calculation sheet )(compulsory for M1 and D1)
を作成して提出

・M2最後の最終試験時（修士論文）に審査を受け，合格した者
のみ修了
Final evaluation is made with the final thesis presentation

※履修計画表については，新入生オリエンテーション資料を参照
※コンピテンス表については，コンピテンス計算表使用手引きを参照
See also “Orientation slides for Master/Doctor course.pdf” and

“Competence Calculation Excel User Guide 2020 (Ver1).pdf”

Flow of achievement evaluation

Submit the following items in the beginning of each semester 

with the consultation of your supervisors
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